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森林価値創造プラットフォーム（「森かち」）
のサービスについて

NTTコミュニケーションズ株式会社
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カーボンニュートラル社会の実現に向け、⾃社のグリーン化に加え
社会やお客さまのGXを推進するサービス・ソリューションを提供しています

NTT ComのGXに関する取り組み

Green of ICT
⾃社のグリーン化

取り組み

リモートワーク推進

グリーン調達
（再⽣可能エネルギー）

オフィス・通信ビル・DC
省電⼒や脱炭素化

サーキュラーエコノミー

カーボンクレジット

エネルギーの最適化GHG排出量の可視化

個⼈の⾏動変容促進

IOWN®構想
新技術開発

Green by ICT
社会やお客さまのグリーン化
サービス・ソリューション



森林価値創造プラットフォーム（「森かち」）について
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カーボンニュートラルに向けて

4

n 排出削減を実⾏に移すと同時に、森林のような吸収源の確保も重要
n どうしても削減が難しい分をカーボンクレジットによりオフセットする仕組みがある

カーボンニュートラルの達成には
森林のような吸収源の確保も重要

どうしても削減が難しい分を
カーボンクレジットでオフセット
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国内森林の整備不⾜による吸収量低下の懸念
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n 担い⼿不⾜、整備資⾦の不⾜などから、国内森林による吸収量の低下が懸念されている
n 森林の整備不⾜は⽔源の涵養、⼟砂災害防⽌、⽣物多様性保全などの多⾯的機能の低下にもつながる

森林の整備不⾜はCO2吸収量の低下だけでなく、森林の多⾯的機能の低下にもつながる

整備資⾦
の不⾜

担い⼿
不⾜

CO2吸収量
の低下
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出典︓森林・林業学習館より

林齢によるCO₂吸収量の変化
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カーボンクレジットの活⽤による森林・⽊材の循環利⽤
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n 森林・⽊材の循環利⽤を促進させることが、⼆酸化炭素吸収の他、森林のさまざまな機能を発揮させるために必要
n 森林・⽊材の循環利⽤の起点となる森林整備の資⾦の⼀部をカーボンクレジットの収益により確保

さまざまな⽤途に⽊材が
使われることにより、
地域経済の循環につながる

⽔源の涵養、⼟砂災害防⽌、
⽣物多様性保全などの機能が

維持される

創出された
カーボンクレジットの
流通を通じて収益を確保

森林・⽊材の循環利⽤の
起点となる

森林整備の資⾦の⼀部に適⽤
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森林由来J-クレジット年間発⾏数量推移
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森林由来J-クレジットについて
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n ⽇本国政府（経済産業省、環境省、農林⽔産省）が管理するクレジット制度
n 森林クレジットとしては3つの⽅法論があり、現在、発⾏量が急増中

※2024年4⽉ 林野庁公表資料より

約9倍

J-クレジット制度
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森林由来J-クレジットの需要について
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n GX-ETSが2023年より開始し、適格カーボンクレジットとしてJ-クレジットの使⽤が認められている
n 林野庁が実施したアンケートでは、回答したGXリーグ参画企業のうち約1／4が森林由来J-クレジットを購⼊予定

GX-ETSの第1フェーズの概要

※ 本資料において間接排出とは、エネルギー起源間接排出、いわゆるスコープ2を指す。

n 国内直接・間接排出（※）それぞれについて、以下を設定
① 2030年度排出削減⽬標
② 2025年度の排出削減⽬標
③ 第1フェーズ（2023年度〜2025年度）の排出削減量総計の⽬標

n ⽬標⽔準は各社が⾃ら設定

1.プレッジ

※GXリーグ参加企業に対する森林由来J－クレジットの
購⼊意向に関するアンケート
（林野庁 令和5年⼭の炭素吸収応援プロジェクト報告書より）

（N=161）

森林吸収系J-クレジットの
購⼊意向ありは
回答者のうち26%

削減⽬標の達成に関係なく、
森林由来J-クレジット
購⼊予定

⽬標達成⼿段として
森林由来J-クレジット
購⼊予定

クレジットの購⼊予定なし

森林由来J-クレジット以外の
クレジットの購⼊検討中

n 国内直接・間接排出の排出量実績を算定・報告
n 排出量の算定結果につき、第三者検証が必要

2.実績報告

※1 基準年度が2013年の場合、基準年度排出量からの削減率が2023年度27.0%、2024年度29.7%、2025年度32.4%
※2 制度開始時点で、2023年度のNDC⽔準を超過達成している場合の取扱いは、『GX-ETSにおける第1フェーズのルール』P51以下参照

n 排出量取引の対象は、国内の直接排出分のみ（いわゆるスコープ1に相当）。
n 排出実績が1.③第1フェーズの排出削減量総計の⽬標を上回る場合、超過削減枠や適格カーボン・

クレジットの調達⼜は未達理由を説明
n 他社に売却可能な「超過削減枠」の創出は、NDC⽔準（※1）を超過削減した分（※2）

3.取引実施

n ⽬標達成状況及び取引状況は、情報開⽰プラットフォーム「GXダッシュボード」上で公表
→具体的な開⽰の在り⽅については、今後参画企業との対話を通じて検討。

n 排出削減と成⻑に果敢に取り組む多排出企業に対しては、各種⽀援策との連動を検討

4.レビュー

※GXリーグWebサイトより
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森林由来J-クレジットに関する課題
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n J-クレジットの中で森林由来のものは再エネ・省エネのクレジットと⽐較して創出量は約10%、無効化・償却量は約5%
n 創出量・流通量の拡⼤のためには創出者、審査機関、購⼊者、それぞれの課題を解決する必要がある

抱える課題・ニーズ

クレジット
創出者

n クレジット創出⼿続きが分かりづらく煩雑
n 適切なデータ管理・報告が⼤きな負担
n 購⼊者と繋がりがなく、販売先を探すことが困難

審査機関
n 膨⼤な量の書類を扱うため、負担が⼤きい
n 書類から対象森林の位置関係を把握することが
困難であり、図⾯と⾒⽐べながらの審査が⼤変

クレジット
購⼊者

n クレジットに関する情報が限られており、欲しい
クレジットが容易に⾒つからない

n 購⼊したクレジットの信頼性について不安がある
n クレジット購⼊による地域、環境への貢献を効果

的に発信したい

※J-クレジット制度事務局HP統計資料 J-クレジットの活⽤（無効化償却量）の状況より
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森林価値創造プラットフォーム（森かち）とは
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n 住友林業の森林クレジットビジネス拡⼤とNTTComの脱炭素プラットフォームの構想が合致し、2021年から協業を開始
n 森林クレジットの創出者、審査機関、購⼊者、それぞれの課題を解決するために構築

（1）「森かち」システム

クレジット
創出者

審査機関

クレジット
購⼊者

③クレジット取引サービス

クレジットを
審査する

（2）クレジット創出
  コンサルティングサービス

⑤クレジット申請⽀援サービス

④データ整備⽀援サービス

①ランディングページ

②クレジット
発⾏⽀援機能

クレジットが
解る

クレジットを
創出する

クレジットを
販売する

クレジットが
解る

クレジットを
選ぶ

クレジットを
購⼊する
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森かちの特⻑（申請書類作成⽀援機能）
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現状

n 収穫予想表から数値を読み取り⼿⼊⼒
n 不要なシートが多数
n どこに何を記⼊すれば良いか分かりにくい

森かち

n 収穫予想表マスタデータによる⾃動⼊⼒
n プロジェクト条件⼊⼒による不要箇所の省略
n ⼊⼒ガイドによる効率的な書類作成を⽀援

クレジット創出者 クレジット購⼊者審査機関クレジット創出者
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森かちの特⻑（データ管理・審査⽀援機能）
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現状

n さまざまな種類の資料・データの管理・報告が
⼤きな負担

n 書類・図⾯だけでは対象森林の位置関係を把握
することは困難

森かち

n すべての資料・データをデジタル化し、対象と
なる森林の位置情報と紐づけて管理

n 認証対象期間中のデータ管理が容易になる
n オンラインを活⽤した審査が可能

クレジット創出者 クレジット購⼊者審査機関審査機関クレジット創出者
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森かちの特⻑（販売ページ）
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現状

n 森林クレジットの情報を⼀覧できるのは制度事務
局HPのみ

n クレジットに関して詳細の情報が掲載されている
のは申請書類のみの場合が多い

森かち

n 販売ページに創出地域、実施者情報、森林整備に
よる環境貢献などが分かり易くまとまっている

n どのようにして「クレジットで森育む」につな
がっているのか、実感し易くなっている

クレジット創出者 クレジット購⼊者審査機関クレジット創出者 クレジット購⼊者
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両社の特徴・強み

森かちにおける両社の役割

提供体制
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n 森林・林業における幅広いバリューチェーン
n 森林経営に関する豊富なノウハウ
n クレジット創出⽀援・取引に関する豊富な実績

（森林由来クレジット発⾏⺠間第⼀号）

n AI・IoT・5GなどのICTテクノロジー技術
n 公共性と事業性の同時実現を⽬指すDNA
n 安定性・信頼性の⾼いシステムの豊富な運⽤実績

n 森かちの運営
n クレジット創出コンサルティングサービス提供
n 森かちのプロモーション

n 森かちシステムの開発と運⽤
n 森かちのプロモーション

両社の強みを掛け合わせ、質の⾼い森林由来J-クレジットの創出、透明性の⾼い流通を促進
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今後の展開
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n CO2吸収だけでなく、その他の機能も定量評価・取引できるプラットフォームを⽬指したい
n 森林クレジットの創出をきっかけとして、森林管理のデジタル化にもつなげていきたい

その他機能の
定量評価・取引の実現

⽔源の涵養 ⼟砂災害防⽌

⽣物多様性保全

豊かな森、地域を育て
持続可能な社会の構築へ貢献

森林・⽊材の循環のさらなる強化

森林管理のデジタル化ツールへの発展


